
角　当時、私はハウス委員会にいたのですが、私の周囲
では最初は「何だかよく分からないな」という声はありま
した。今でも仕組みまで完全に理解している会員は少な
いと思います。でも、ＨＤＣＰインデックスを活用してプレ
ーすることを楽しむ会員は確実に増えています。換算表
を見ながら「先月は君にＨＤＣＰ２枚あげていたけど、今月
は１枚か」といった会話がよく聞こえてきますよ。
―― 試験的に導入した１６年の春分の日杯はどのような
様子でしたか。
池田　１年近くかけて啓蒙活動をしていましたので、「こ
れは何だ？」という方はいませんでした。むしろ「いよいよ
始まったか」という雰囲気でした。スコアカード提出所には
ＨＤＣＰ委員が駐在して不明点などあればお答えする態勢
をとっていました。それに、事務局が参加者のその日のコ
ースＨＤＣＰがひと目で分かる一覧表をつくるなどしっかり
した準備をしてくださり、非常にスムーズにいきました。

積極的な指示をいただいておりましたので、非常に進めやす
かったです。準備期間を経て１６年３月の春分の日杯で試験
的に導入。１７年からは全倶楽部競技に広げた次第です。
池田　日本は倶楽部の中で決めたＨＤＣＰを使用して
倶楽部競技を行うという土壌でしたので、最初は会員の
みなさんに理解していただけるだろうかという心配
はありました。それに、毎月ＨＤＣＰが変動することで混乱
を招くのではないかという懸念もありました。でも、我々
ＨＤＣＰ委員で手分けして会員のみなさんに説明するなど
して、徐々に理解が広がっていったと感じました。

―― 嵐山ＣＣでは２０１７年からすべての倶楽部競技に
スロープシステムを導入したと伺いました。まずは導入
までの流れをお聞かせください。
岡田 光正　導入に向けての議論を始めたのは１５年５月
です。当時、私はＨＤＣＰ委員会の委員長を務めておりまし
て、まずはＨＤＣＰ委員に理解してもらおうと月１回の委員
会で勉強会を始めました。翌６月には倶楽部の会報にスロ
ープシステムの簡単な説明を掲載し、会員のみなさんに
ご理解をいただくという形をとりました。嵐山ＣＣの現社
長（吉田裕明氏）からは「いいシステムだからやろう」と
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スロープシステムの更なる普及に向けた
キーワードは地域とジュニア

JGA ハンディキャップシステム
普及に向けたゴルフ場の取り組み

現行のＪＧＡハンディキャップシステム（ＵＳＧＡハンディキャップシステム準拠、通称スロープシステム）は５年目を迎えた。

昨年から全倶楽部競技にスロープシステムを導入した嵐山カントリークラブ（埼玉県）では更なる普及に向けて新しい形を模索

している。キーワードは地域とジュニア。岡田光正競技委員会委員長、池田憲治ハンディキャップ（ＨＤＣＰ）委員会委員長、角

卓ＨＤＣＰ委員会副委員長、岡田光史ＨＤＣＰ委員会副委員長、永田浩一所属プロ兼キャディマスター代行に話を聞いた。

左から永田浩一所属プロ兼キャディマスター代行、岡田光史ＨＤＣＰ委員会副委員長、
岡田光正競技委員会委員長、池田憲治ＨＤＣＰ委員会委員長、角卓ＨＤＣＰ委員会副委員長
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岡田 光正　事務局も初めてのことでしたが、本当によく
やっていただきました。
―― スロープシステム導入後、倶楽部競技での上位入
賞者に変化はありましたか。
岡田 光正　ＨＤＣＰの多い方や女性など、以前はあまり入
賞できなかった会員が上位に来ることが増えてきました。
岡田 光史　マッチプレーで行う理事長杯は７０歳以上の
方がベスト４を独占しましたね。以前は人が決めるＨＤＣＰ
だったために入会間もない方がＨＤＣＰの調整がうまくつ
かないまま多めのＨＤＣＰで出場して優勝するというケー
スが少なからずありました。その点、ＨＤＣＰインデックス
はその時の自分の実力が客観的に反映されたものです
から公平性が高い。かつて倶楽部選手権で上位に入って
いたような方々が倶楽部ＨＤＣＰからＨＤＣＰインデックス
に移行したことで今の自分の実力を出せば勝ち上がって
いけるように変化したと感じました。

―― スロープシステムをより活用していくための方法
や競技など何か検討していることはあるでしょうか。
岡田 光正　スロープシステムへの理解をさらに深めて
いただくためにＨＤＣＰインデックスを使って楽しんでもら
える競技を考えていく予定です。たとえば、ＨＤＣＰインデ
ックス別にいくつかのクラスに分け、それぞれのクラスで
スクラッチ競技を開催する方法もあると思います。ＨＤＣ
Ｐの多い方はスクラッチ競技をやったことがあまりないと
思いますので、新しい体験をしていただけるのではない
かと考えています。

岡田 光史　かつての倶楽部ＨＤＣＰは倶楽部内での融和
を図るために有効なものでした。一方でスロープシステ
ムは他倶楽部や地域でのコミュニケーションをとるとい
う意味で非常に重要なものだと感じています。地域での
コンペや競技にもっと活用していけばＨＤＣＰインデック
スを持つ必要性が分かってもらえるのではないでしょう
か。強いて例えれば、関東倶楽部対抗のような大会にア
ンダーＨＤＣＰの部があるような。

J
G
A
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャッ
プ
シ
ス
テ
ム

普
及
に
向
け
た
ゴ
ル
フ
場
の
取
り
組
み

特
集
2

嵐山カントリークラブ

―― 事務局が行った準備を詳しくお聞かせいただけ
ますか。
永田　初めてのことでしたから参加者のみなさんがとま
どうことがないよう、その日のコースＨＤＣＰをうまくお知
らせできる方法がないかと考えました。そして換算表から
参加者の使用ティー別のコースＨＤＣＰを調べて一覧表を
作成。その一覧表をフロント、ロッカー、ラウンジ、マスタ
ー室、スコアカード提出所に設置し、どこでも自分のコー
スＨＤＣＰを確認できるようにしました。さらに、キャディ伝
票にもコースＨＤＣＰを記入してプレー中でも確認できる
ような態勢をとりました。現在もこのシステムは継続して
おり、会員のみなさんは来場するとまず一覧表をチェック
してくださっています。
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HDCPインデックス
証明書発行の流れ □ これ1枚あれば世界中で認められる

　 ゴルファー必携のIDカード

□ HDCPインデックスは米国をはじめ
　 世界約60の国と地域で通用
　 （全米アマなどのエントリーにも公式に認められる）

□ 英字併記なので従来の
　 国際HDCP証明書発行は不要

□ 毎月1日（月1回）更新され、常に
　 最新のHDCPインデックスを表示

世界基準の
HDCPインデックス証明書

※JGA加盟倶楽部に所属するゴルファーはNEW J-sys登録料・利用料が無料
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―― スロープシステムをより活用していくための方法
や競技など何か検討していることはあるでしょうか。
岡田 光正　スロープシステムへの理解をさらに深めて
いただくためにＨＤＣＰインデックスを使って楽しんでもら
える競技を考えていく予定です。たとえば、ＨＤＣＰインデ
ックス別にいくつかのクラスに分け、それぞれのクラスで
スクラッチ競技を開催する方法もあると思います。ＨＤＣ
Ｐの多い方はスクラッチ競技をやったことがあまりないと
思いますので、新しい体験をしていただけるのではない
かと考えています。

岡田 光史　かつての倶楽部ＨＤＣＰは倶楽部内での融和
を図るために有効なものでした。一方でスロープシステ
ムは他倶楽部や地域でのコミュニケーションをとるとい
う意味で非常に重要なものだと感じています。地域での
コンペや競技にもっと活用していけばＨＤＣＰインデック
スを持つ必要性が分かってもらえるのではないでしょう
か。強いて例えれば、関東倶楽部対抗のような大会にア
ンダーＨＤＣＰの部があるような。

―― NEW J-sys登録者は現在、全国で約６０万人です。
岡田 光史　この６０万人をどう動かしていくかがより普
及させるための課題だと思います。
角　人数の多いＨＤＣＰインデックス１０～２０あたりの層
にいかに興味を持ってもらうかも大事でしょうね。
岡田 光史　地域だけではどうすべきか分からない可能性
がありますので、ＪＧＡから地域でできる仕組みのモデル
ケースを発信していただければありがたいと思います。
―― ご提案ありがとうございます。ほかにもご意見が

―― 関東倶楽部対抗は基本的にトップクラスのプレーヤ
ーが倶楽部の代表となりますが、ＨＤＣＰインデックスを
うまく活用できればアベレージクラスの方も倶楽部代表
として大舞台でプレーできる可能性が出てきますね。
岡田 光史　そう思います。私は、スロープシステムの普
及には２通りあると考えています。ひとつは個人でＨＤＣＰ
インデックスを持つこと、もうひとつは倶楽部として競技
で導入することです。倶楽部競技に導入しているところは
ここ埼玉県ではまだ少ないのですが、ＨＤＣＰインデックス
を持っているプレーヤー自体は結構いるのではないかと
感じています。 ありましたらお聞かせください。

岡田 光史　私は子供のころからＨＤＣＰインデックスを持
つことを習慣づけることが重要だと考えています。ジュニ
アゴルファーは全員がプロになるわけではありません。プ
ロにならなかった子供たちが社会人になったときにすでに
ＨＤＣＰインデックスを持って活用しているということが普
及の源になるのではないでしょうか。たとえば日本ジュニ
アの出場資格は「ＮＥＷ　Ｊ－ｓｙｓ登録者」というだけで、具体
的にＨＤＣＰインデックスいくつ以内というのがありません。
具体的な数字を設けることで子供たちのＨＤＣＰインデック
スへの意識は高まると思います。それに、ＨＤＣＰインデック
スを用いたジュニアの大会があってもいいのではないでし
ょうか。日本ジュニアを目指していても関東の選手なら関
東ジュニアで落ちてしまえば夏休みの試合がなくなってし
まいます。そういった子供たちを救済する意味でもＨＤＣＰ
インデックスを用いた大会があっていいと思います。先ほ
ど岡田競技委員長が提案していたＨＤＣＰインデックスでク
ラス分けした中で、スクラッチでプレーするような形でもい
い。とにかく子供のころからＨＤＣＰインデックスに親しめる
環境を整えることが必要だと考えています。
岡田 光正　せっかく始めたスロープシステムですから、
しっかりと普及していってほしいものです。嵐山ＣＣでも
導入後に会員のみなさんから「（ネット）アンダーで回れた
よ」といった喜びの声を伺っていますし、とても楽しんで
おられる方が多いと感じます。私自身も非常に公平でい
いシステムだと思います。私たちも倶楽部や地域でより
楽しめる方法を考えていきたいですし、ＪＧＡさんももっと
宣伝して広めていってほしいと願います。
――  貴重なご意見、ありがとうございました。
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１６年春分の日杯で使用したスロープシステムに関する説明書

会員個々の使用グリーン、
ティー別ＨＤＣＰが記された一覧表
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